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働くルールの確立で

人間性の回復を

争
議
団
団
長

小
関

守

昨
年
は
、
不
当
労
働
行
為
と
差
別
の
存

在
を
明
確
に
認
定
し
た
中
労
委
命
令
を
武
器
に
、
（株
）

明
治
に
決
断
を
迫
る
包
囲
運
動
の
年
で
し
た
。
（株
）
明

治
は
東
京
地
裁
の

「和
解
勧
告
」
を
も
拒
否
し
、
大
義

も
道
理
も
な
い
争
議
継
続
に
し
が
み
つ
く
中
で
新
年
を

迎
え
ま
し
た
。

今
年
の
目
標
の
第

一
は
、
よ
り
鮮
明
に
な

っ
た
異
常

企
業
体
質
の
告
発
包
囲
運
動
を
、
行
政
に
も
依
拠
し
て

加
速
さ
せ
経
営
責
任
を
追
及
す
る
闘
い
。
第
二
は
、
主

文

「棄
却
」
取
消
し
訴
訟
を
攻
勢
的
に
闘
い
、
判
例
法

理
に
基
づ
く
勝
利
判
決
を
確
実
に
す
る
こ
と
で
す
。
明

乳
争
議
は
待

っ
た
な
し
の
勝
負
の
年
で
す
。
解
決
局
面

を
必
ず
切
り
拓
く
決
意
を
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

明
治
乳
業
争
議
支
援
共
闘
会
議

議
長

松
本

悟

（千
葉
労
連
顧
問
）

昨
年
は
、
33
年
に
わ
た
る
不
屈
の
た
た
か
い
で
、
中

労
委
が
賃
金
格
差
と
人
権
侵
害
を
認
め
、
明
治
に
和
解

を
求
め
ま
し
た
。
続
く
、
東
京
地
裁
が
和
解
勧
告
を
し

ま
し
た
が
、
明
治
は
不
当
に
も
拒
否
し
ま
し
た
。

明
治
は
不
当
労
働
行
為
の
や
り
得
で
食
品
事
故
36
件
、

死
亡
事
故
７
件
、
解
雇
争
議
な
ど
12
件
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。
都
内
と
埼
玉
県
で
発
生
し
た
明
治
学
乳
異
臭

事
件
は
、
原
因
を
隠
ぺ
い
し
て
い
ま
す
。
高
カ
カ
オ
チ
ョ

コ
の

「脳
の
若
返
り
」
効
果
は
、
再
検
証
に
追
い
込
ま

れ
ま
し
た
。
東
京
五
輪

へ
の
食
材
調
達
も
調
達
基
準
違

反
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
法
廷
内
闘
争
で
勝
利
し
、
運
動
と
世
論
で

明
治
Ｈ
Ｄ
を
包
囲
し
、
34
年
経
過
の
明
治

乳
業
争
議
を
話
し
合
い
で
解
決
す
る
年
で

す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

大義も道理もなく｢和解勧告」拒否

「潮目の変化」を力に解決への道筋拓く年！

明けまして
おめでとうございます

神奈川県「吾妻山」より 争議団・村山 撮

(4)

明
乳
争
議
支
援
千
葉
県
共
闘
会
議
副
議
長

田
中

恭
二
さ
ん

千
葉
労
連
の
副
議
長
だ
っ
た
頃
、
千
葉
労

連
の
定
期
大
会
で
県
内
争
議
団
を
紹
介
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
。

「早
く
勝
利
し
た
い
争
議

団
は
、
早
く
壇
上
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
か
け
る
も
、
明
乳
は
遅
い
ほ
う
だ
っ

た
。
案
の
定
３
４
年
の
歳
月
を
要
し
て
い
る
。

し
か
し
立
証
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
昨
年

２
月
の
中
労
委
は
職
制
ら
に
よ
る
労
組

へ
の

支
配

・
介
入
を
公
然
と
実
行
し
た
非
公
然
組

織
の
存
在
を
認
定
。
し
か
も
労
働
者
を
選
別

・

差
別
し
た
結
果
、
職
分
格
差

（賃
金
格
差
）

が
あ
っ
た
こ
と
は

「紛
れ
も
な
い
事
実
」
と

踏
み
込
ん
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
の

意
向
を
忖
度
し
て
か
棄
却
し
た
。

労
働
者
の
救
済
機
関
と
し
て
の
機

能
と
役
割
を
果
た
せ
な
い
、
体
た
ら

く
で
救
い
よ
う
の
な
い
機
関
だ
。
と

言
っ
て
し
ま
う
私
は
ダ
メ
か
。

明
乳
争
議
は
も
と
よ
り
、
昨
今
の

企
業
不
祥
事
に
み
る
違
法

・
脱
法

・

不
法
行
為
の
根
絶
と
、
そ
の
温
床
に

あ
る
労
働
者
い
じ
め
を
な

く
す
た
め
に
も

「あ
き
ら

め
な
い
」
闘
い
を
続
け
た

い
。

明乳争議と私

今後の日程
ご参加ご支援よろしくお願いします

●第27次 座り込み行動
(株)明治（京橋エドグラン）

１月１６日（火） １２時～１３時

●東京地裁第５回口頭弁論期日
２月１９日（月）１０時 ５２７号法廷

●第28次 座り込み行動
(株)明治（京橋エドグラン）

２月１９日（月） １２時～１３時

●第29次 座り込み行動
(株)明治（京橋エドグラン）

３月 日（ ） １２時～１３時

●東京地裁第６回口頭弁論期日
４月２６日（月）１０時 ５２７号法廷

明治乳業争議支援共闘会議｢総会」

日 時 ２０１８年１月２６日（金）
午後３時～

会 場 東京労働会館（地下会議室）

明治乳業争議団「旗びらき」

日 時 ２０１８年１月２６日（金）
午後６時３０分～

会 場 ラパスホール
会 費 ３,０００円

（解雇者１０００円）

東京地裁勝利判決を勝ち取る決意を、

皆さんと一緒に確認する｢団結のつどい」

とします。是非、ご参加よろしくお願

いします。

市川工場(32名)、全国9事業所(32名)事件のたた

かいは34年目を迎えました。全国事件中労委命令

は主文(棄却)でしたが、不当労働行為と差別の存

在を「紛れもない事実」と認定する。東京地裁か

ら２度にわたる｢和解勧告」を会社は拒否。為に、

争議解決が長引くことになってしまいました。

｢棄却」取消し行政訴訟で勝利判決めざすたたか

いに全力で奮闘しています。

つきましては、全国運動を支える資金カンパに

ご協力ご支援をお願い申しあげます。

【振込先】 郵便００１７０－７－５５５８６７

【加入者名】「明治乳業食の安全と職場を考える

実行委員会」

明治乳業争議支援共闘会議・明治乳業争議団

株式会社明治・明治HDへ

抗議の不買署名にご協力を！

東京地裁からの「和解勧告」をも拒否

する一方、学校給食牛乳の「異臭」事件

を酪農家の飼育環境、子どもたちが｢敏

感」すぎると原因をなすりつける経営者

の異常な感覚、どちらをとっても許せな

い。抗議の不買意思への署名をお届けし

ますご協力下さい。明治HDに直接FAX可、

又は争議団事務所までお送り下さい。



会
社
は
中
労
委
の

「付
言
」

を
謙
虚
に
受
け
と
め
る
こ
と
な

く
和
解
に
よ
る
解
決
を
拒
絶
し

た
ば
か
り
か
、
地
裁
に
お
け
る

二
度
に
亘
る

「和
解
勧
告
」
を

も
頑
な
に
拒
絶
し
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
会
社
の
対
応
を
踏
ま

え
て
春
名
裁
判
長
は
、
す
で
に

双
方
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
主

張
書
面
に
加
え
、
更
に
補
充

（追
加
）
す
る
主
張
書
面
の
提

出
予
定
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
の
口
頭
弁
論
期
日

（
「第

４
回
期
日
、
原
告
12
月
11
日
」、

「第
５
回
期
日
、
被
告
２
月
19

日
」
）
の
１
週
間
前
に
提
出
す

る
よ
う
訴
訟
指
揮
を
と
り
ま
し

た
。
去
る
12
月
11
日
の
第
４
回

口
頭
弁
論
で
は
、
原

告

側

が

「準
備
書
面

（５
）
、
（６
）
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
時
間
の
関

係
で

「準
備
書
面

（
５
）
」
の

「第
１
章
、
中
労
委
命
令
の
除

斥
期
間

（継
続
す
る
行
為
及
び

累
積
格
差
の
一
括
是
正
）
に
関

す
る
判
断
の
誤
り
」
及
び

「第

２
章
、
不
利
益
取
り
扱
い
の
判

断
の
枠
組
み
と
そ
の
適
用
」
な

ど
を
中
心
に
し
て
当
該
代
理
人

が
趣
旨
説
明
を
行
な
い
ま
し
た

が
、
特
に
、
学
説
や
判
例
を
引

用
し
て
中
労
委
命
令
の
判
断
の

誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
部
分

（除
斥
期
間
、
継
続
す
る
行
為

論
）
に
お
い
て
裁
判
長
は
、
手

元
の
準
備
書
面
に
チ

ェ
ッ
ク
を

入
れ
る
な
ど
強
い
関
心
を
示
し

て
い
る
様
子
が
窺
え
ま
し
た
。

尚
、
今
後
の
進
行
に
つ
い
て
は
、

提
出

（予
定
）
さ
れ
て
い
る
双

方
の
主
張
書
面
だ
け
で
は
裁
判

所
と
し
て
も
判
断
が
難
し
い

（噛
み
合

っ
て
い
な
い
）
部
分

も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
補

充
書
面
が
提
出
さ
れ
た
段
階
で

反
論
が
あ
る
な
ら
ば
改
め
て
書

面
提
出
す
る
よ
う
促
し
、
新
た

に
第
６
回
弁
論
期
日

（４
月
26

日
、
10
時
）
を
設
定
し
ま
し
た
。

春
名
裁
判
長
は
、
当
初
、
双

方
か
ら
の

「準
備
書
面
」
の
提

出
を
も

っ
て
早
期

（年
度
内
）

に
結
審
す
る
か
の
よ
う
な
審
査

指
揮
を
執
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
新
た
に
第
６
回
弁
論
期

日

（４
月
26
日
）
を
設
定
し
た

と
言
う
こ
と
は
、
よ
り
慎
重
な

審
査
の
必
要
性
を
認
識
し
た
と

言
う
こ
と
な
の
か
？

・
・
・
あ

る
い
は
証
人
採
用
を
し
な
い
で

「書
面
審
査
」
だ
け
で
結
審
す

る
考
え
の
下
で
の
期
日
設
定
と

も
考
え
ら
れ
な
く
も
あ
り
ま
せ

ん
。当

日

（11
日
）
開
催
さ
れ
た

団
総
会
で
は
、
中
労
委
命
令
の

取
り
消
し
を
勝
ち
取
る
た
め
に

は

「除
斥
期
間
と
継
続
す
る
行

為
の
問
題
を
突
破
す
る
証
人
や
、

中
労
委
命
令
の
不
当
労
働
行
為

の
事
実
認
定
を
更
に
補
強
し
、

継
続
さ
れ
た
差
別
意
思
の
全
体

像
を
明
ら
か
に
す
る
証
人
の
必

要
性
を
重
視
し
、
２
名
の
証
人

予
定
者
を
選
任
す
る
と
共
に
、

地
裁
要
請
や
宣
伝
行
動
の
継
続

を
確
認
。

更
に
、
今
日
ま
で
の
会
社
包

囲
の
到
達
点
を
踏
ま
え
、
重
要

課
題
を
整
理
し
て
効
果
的
な
運

動
を
積
み
重
ね
、
結
審
を
待
た

ず
に
解
決
局
面
を
切
り
開
く
具

体
的
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

年
齢
を
重
ね
た
各
団
員
の
健
康

や
、
家
族
を
含
め
た
生
活
状
況

な
ど
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
「も

う
ひ
と
踏
ん
張
り
」
全
員
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

（２）

全
国
事
件
の
第
４
回
口
頭
弁
論
開
催
さ
れ
る

今後の地裁闘争と会社包囲の闘いについて

＝「団総会」を開催して具体的な方針を確立＝

報
告
集
会
に
発
言
す
る
中
丸
弁
護
士

12.7全労連・東京地評争議支援総行動 (株)明治前

1愛知・11.15栄総行動

（３）

「許せない企業体質」これでは買えない・・・食べれない！

昨
年
、
９
月
25
日
の
学
校
給
食

用
牛
乳

（製
造

：
９
月
22
日
、
戸

田
工
場
）
を
飲
ん
だ
児
童

・
教
員

か
ら
、
「塩
素
臭
い
、
ガ
ソ
リ
ン
臭

い
」
な
ど
の
異
常
が
１
９
０
０
名

か
ら
訴
え
ら
れ
た
事
件
。
（株
）
明

治
は
、
原
因
を

「生
乳
は
気
温
、

湿
度
、

エ
サ
な
ど
の
飼
育
環
境
に

よ
り
風
味
が
変
化
す
る
」
と
か

「お
子
様
は
風
味
に
敏
感
」
等
と
、

酪
農
家
や
子
供
の
感
性
に
責
任
を

転
嫁
し
、
製
造
工
程
上
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
原
因
追
及
に
は

一
切
言

及
し
ま
せ
ん
。
被
害
の
多
い
新
宿

区
や
板
橋
区
は
、
「明
治
の
説
明
は

納
得
で
き
な
い
」
と
議
会
で
も
問

題
視
さ
れ
、
戸
田
工
場
か
ら
の
学

乳
提
供
拒
否
が
続
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
各
区
と
連
携
し
な
が

ら

「真
の
原
因
解
明
」
を
求
め
て

今
年
も
闘
い
ま
す
。

「チ
ョ
コ
が
脳
機
能
の
若
返
り
に

効
果
」
と
発
表
し
た

（株
）
明
治

と
内
閣
府
の
共
同
研
究
に
つ
い
て
、

昨
年
12
月
20
日
、
裏

付
け
デ
ー
タ
ー
の
不

十
分
さ
を
指
摘
し
内

閣
府
に
検
証
結
果
の

開
示
を
求
め
要
請

（
日
本
共
産
党
の
畑

野
君
枝
衆
議
院
議
員

が
同
席
）
し
ま
し
た
。

内
閣
府
の
担
当
参

事
官
は
検
証
の
進
捗

状

況

に

つ
い
て
、

「中
間
段
階
で
発
表

し
た
の
は
良
く
な
か
っ

た
。
４
人
の
専
門
家

で
検
証
中
、
年
度
内

に
は
結
果
を
ま
と
め

た
い
」
と
回
答
。
そ
し
て
、
内
閣

府
の
お
墨
付
き
を
利
用
し

「チ
ョ

コ
効
果
」
を
大
宣
伝
し
、
売
上
げ

を
急
増
さ
せ
て
い
る

（株
）
明
治

に
、
「検
証
結
果
が
出
る
ま
で
は
誇

大
広
告
の
自
粛
」
を
求
め
る
べ
き

だ
と
指
摘
。

ま
た
、
明
治
の
チ
ョ
コ
を
買

っ

て
い
る
消
費
者
に
、
「発
表
に
行
き

過
ぎ
が
あ

っ
た
」
と
謝
罪
す
べ
き

と
提
起
し
、
内
閣
府
に
文
書
回
答

を
求
め
て
い
ま
す
。

八
王
子
市
が
企
業
立
地
支
援
制

度
に
基
づ
き

（株
）
明
治
の
新
研

究
所
を
誘
致
し
て
い
る
問
題
で
、

昨
年
12
月
26
日
、
市
税
を
投
入
し

て
企
業
誘
致
す
る
前
提
と
し
て
、

市
長
に
対
し

「誘
致
企
業
の
法
令

順
守
、
企
業
の
社
会
的
責
任
」
な

ど
、
企
業
体
質
を
誘
致
判
断
の
要

件
と
す
る
こ
と
を
、
（株
）
明
治
の

異
常
企
業
体
質
を
具
体
的
に
示
し

な
が
ら
要
請
し
て
い
ま
す
。

明
治
は
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
・

パ
ラ
組
織
委
員
会
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
契
約
を
締
結
。
さ
ら
に
、

食
材
提
供
企
業
に
な
り
得
る
た
め

の

「調
達

コ
ー
ド
」

へ
の
適
合
性

が
今
年
中
に
判
断
さ
れ
ま
す
。
昨

年
12
月
４
日
オ
リ

・
パ
ラ
組
織
委

員
会
を
訪
問
し
、
企
画
財
務
局
調

達
担
当
課
長
に
面
会
。
（株
）
明
治

の

「三
つ
の
異
常
企
業
体
質
」
を

説
明
し
、
「調
達
コ
ー
ド
基
準
に
基

づ
く
見
直
し
」
と
、
「労
働
争
議
の

解
決
な
ど
健
全
な
企
業
体
質
を
選

定
基
準
の
前
提
」
と
さ
れ
る
こ
と

を
要
請
。
争
議
団
と
支
援
共
闘
会

議
は
、
東
京
地
裁
の
審
理
状
況
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
今
年
の
前

半
を
全
面
解
決

へ
の
重
要
局
面
と

位
置
づ
け
、
新
年
早
々
か
ら
異
常

企
業
体
質
の
告
発
運
動
に
総
力
で

頑
張
る
決
意
で
す
。

い
ま
、
「儲
か
れ
ば
何
で
も
あ
り
」
の
企
業
モ
ラ
ル
崩
壊
は
深
刻
な
社

会
問
題
で
あ
り
、
食
の
安
全
を
担
う
べ
き

（株
）
明
治
も
同
様
で
す
。

私
た
ち
は
、
「三
つ
の
異
常
企
業
体
質
」
を
告
発
し
、
争
議
解
決
と
正
常

な
企
業
活
動
を
求
め
て
闘
っ
て
き
ま
し
た
が
、
事
態
は
よ
り
深
刻
に
な
っ

て
い
ま
す
。

学
校
給
食
用
牛
乳

「異
臭
」
事
件

（株
）
明
治

「企
業
誘
致
」
に
関
し

八
王
子
市
に
要
請

内閣府に｢チョコで脳若返り」の

再検証の開示求める

２
０
２
０
オ
リ

・
パ
ラ

組
織
委
員
会
に
要
請

オリ・パラ競技組織委員会が入る

虎ノ門ヒルズ（森ビル）


